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子育て経験を活かしたい
　こんにちは。私は東京都中野区でＢＰ１ファシリテー
ター（ＢＰ中野の会）をさせていただいています。私は、
もともと出版関係の仕事で人と話をする仕事を長らくし
ており、その後、人間関係、親子の問題などを解決する
サポートを仕事にするようになりました。現在では、心
理相談やワークショップを開催して、心の悩みのサポー
トをさせていただいています。
　私は私自身の子育てを地元中野区の行政や子育て支援
にかかわる方々からご支援いただいていたので、自身の
子育てから手が離れたことで、なにか恩返しができない
かと考え、子育て支援グループに参加させていただきま
した。活動させていただく中で、ＢＰ１プログラムとい
う子育て講座があることを教えていただき、自分の子育
ての経験も活かせるのではと感じ、養成講座を受けて、
それ以降、活動させていただいています。

ＢＰ２のFa養成講座を受講
　私はゲシュタルトセラピーという心理療法を中心に、
心理相談やワークショップを行っています。ご相談者の
中には、結婚され子育てしていく中で、子どもに対して、
ご自身の生育歴からくる悩みを抱え苦しんでいる方も少
なくありません。身近にもご兄弟姉妹を抱える問題や、
イヤイヤ期の対処の仕方に悩まれる声を多く聴いてきま
した。そんな中で下の子が生まれた方への「ＢＰ２プロ
グラム」ができ、子育てする母親へのサポートの幅が広
がるのではと感じ受講を決めました。
　３月の養成講座に参加し、ＢＰ１プログラムの養成講
座に参加した時のことを懐かしく思い出しました。受講
生が参加者として母親になり、プログラムを進めていく
過程は、私自身、忘れていた感覚でした。「お母さんた
ちは、こんなふうに感じるのかな」「この行動の前には、
こういう気持ちがあるのかな」とその立場になることで、
多くを実感することができました。母親役になり、ワー
クシートを前にして、受講生の皆さんとあれこれディス
カッションしていくさまは、皆真剣で、本気で取り組む
姿に熱い思いを感じました。

開催準備の大変さを実感
　3月の養成講座には、会のメンバー４名が参加し、私
はその中のおひとりとペアを組み、実施計画書を書きま
した。そして、その日程で実施することを確認し、ふた
りとも個人で仕事を持っているため、ＷＥＢ上にＨＰを
開き、受付することを考え、事務局にも確認を取り、ＯＫ
をいただきました。そして主催者も決まり進めることに

なっていきました。
　ただ、一番の問題は会場でした。保育室とプログラム
会場の２部屋を確保しなければならず、どのようにこの
問題を解決したらよいのか、本当に困ってしまいました。
私たちは施設を所有しているわけでもなく、民間の私た
ちが行政の活動センターなどを５週連続２部屋も借りる
ことなど、到底できることではありません。あれこれ思
案し、ＢＰ１を開催している福祉センターを借りては、
との話が出て、様々な条件のもとなんとか確保すること
ができ、募集が可能となりました。これも主催者、会の
メンバーの方の幅広い活動からのご支援の賜物で、層の
厚さ、人望の深さをあらためて実感しました。皆さんの
お力添えなくしては、開催の実現はありませんでした。

開催初日のできごと
　当初は16名の募集予定でしたが、募集期間が短いこ
ともあり、10名での開催（保育６名定員）としました。
チラシを作成し、子育てサロンやひろばなどにお知らせ
に出向いた際に、「土曜日は上の子のお稽古事がある」
「夏休みに入るので実家へ」などといった声も聞かれ、
募集を開始した当初は不安でいっぱいでした。その後、
申し込みは順調で９名となり、養成講座で実施日につい
て話されていた土曜日での開催が功を奏したと感じまし
た。
　保育のある方は、保育室にお子さんを預けてから会場
へという流れで、会場の都合で保育室でも健康チェック
を細かく行い、プログラム会場でも、検温、聞き取りも
必要で、開始時間が遅れたこともありました。そして、
初回には「プログラムに集中したいから」と単身で来ら
れた方がいたり、４月に改訂したばかりのテキストをも
らったという方がいたりと、少し驚くこともあり、ドキ
ドキのスタートだったことを今でも覚えています。
　参加者の半分はＢＰ１の受講者でもあり、開始後はな
ごやかな雰囲気で進んでいきました。皆さん、「上の子
との関わり方がわからない」という問題を抱え、「待っ
ていました」「チラシを見て飛びつきました」「藁にも
すがる気持ちで申し込みました」という声を聴き、母親
たちの切実な思いを話せる場を開催でき、本当によかっ
たと感じました。
　　　　
回を重ねるごとに
　初回を終え、参加者の方々の期待を背負いながら、第
２回の「子どもとの関わり方」では、養成講座で少し難
しく感じた「上の子の困った行動について考える」をテ
ーマにワークシートを使った問題解決アプローチを考え

ＢＰ中野の会  　岡本　妙子

ＢＰ２プログラム実践記　  東京都中野区

ＢＰ２プログラムを実施して見えてきたこと
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てもらいました。見本のワークシートを拡大し、それぞ
れの枠を蛍光ペンで色分けし、順を追う作業を視覚的に
理解できるような工夫をしました。これは、養成講座を
受けたメンバー４名でのプログラムの実施検討会で出た
案です。参加者は上の子の困った行動を順を追って理解
しようと、ペアでのワークシートの書き込みや、グルー
プでのディスカッションなどでも、それぞれの考え方、
見方などの意見交換を活発にされていました。
　「いつもは余裕がないけど、順を追って考える方法を
知れたのは良かった」「何か起きた、はい、結論。みた
いにしてたけど、どうしてなのか考えてみたら、わかる
ことがあるのかも」など、様々な気づきがあり、順を追
って考えるという、新しい手法を知り、上の子との関わ
り方を見直す機会ができたと思います。

第３、４、５回と親しさは増して
　第３回でのアイスブレイクは、上のお子さんを紹介す
ることがテーマでした。同じような年齢の上の子を持つ
参加者さんたちでしたので、遊び方や好きなものも似て
いて、身振り手振りを使って話される様子は皆の笑いを
誘っていました。ご家庭の様子を知ることができて、ま
すます親密度が増していきました。
　主部では、「子どもの心の発達としつけ」をテーマに、
ピエロバランスを使って心の健康を考えていきました。
「どのような子に育ってほしいか」ということを改めて
自分の中で考え、書くことによって、どのような思いが
あるのかを感じることができた回でした。
　２人育児で、それぞれを十分に見てあげられないこと
の罪悪感のようなものを感じている方もおり、２人育て
ていることの良さ、自分自身の在り方も同時に感じても
らえた様子でした。昔、上の子へ抱いていた思いを思い
出す機会にもなり、大切な時間になったようです。
　第４回は「私のストレス」がテーマで、最初の一人一
言から「ストレスだらけなので、今日のテーマ楽しみに
していました」との声も聞かれ、皆さん、元気な様子で
雰囲気もよく、ポストイットを書く手も止まらず、スト
レスの原因を知ることで、自分を俯瞰してみることがで
きました。「叱る自分がいや」「イライラしてしまう自
分にイライラしてしまう」などの悪循環が起こっており、
それぞれ解消法を持ってはいるが、新しい視点に立ち、
それを取り入れることができたようで、ストレスはある
もの、それをどう解消していくかを、共有し共感できた
ことで気持ちが軽くなった様子でした。ストレスの原因
としては、「思い通りにならない」、「自分という存在
の意義」、「自分を大切にしてもらえていない」と感じ
ることなど、一人の人間として成熟していく過程に現れ
る事象も多く、皆で自由に話し合え、立ち止まって考え
る機会になりました。
　第５回は、自分の心の健康を考える中で、幸せの内容
が変化していくことに、気づくことができたと思います。
自分自身を大切にすること、知識を得ることで、余裕が
できたことなど、自分の成長を自覚できていった５週間

だと感じました。自分を責めることをせずに、上の子の
問題や逆に良さなどを見つけられたことは、問題を抱え
る母親たちにとって救いとなったプログラムでした。
「フォローアップをお願いしたい」というご意見もいた
だき、とても良い交流の場になりました。

保育室から
　今回、約半数は父親が保育していたり、保育園に通っ
ていたりしていました。初めて預けられる子、母親と離
れることで泣き続ける子もいましたが、保育経験豊富な
会のメンバーや区の登録保育者さんなどのお力をお借り
し、多くの大人や同じくらいの子どもと関わることで、
それぞれのお子さんが成長していく場面を見守ることが
できました。
　中でもＢＰ１プログラムのファシリテーターに保育に
入っていただけたことが子どもたちの安心安全の確保、
参加者さんたちへフィードバックなども行え、プログラ
ムと保育の両輪を実現できたと感じました。
　「子どもの目線で物事を見たり考えたりするよう心掛
けられるシーンが増えた」「下の子と向き合う時間が持
てた。上の子の良いところを見つけてあげられた」と、
一人ひとりの気づきがとてもうれしく感じられました。

ＢＰ１との違い
　ＢＰ１プログラムでは、母親自身の社会からの孤立と
いう面がクローズアップされますが、２人目以降の育児
をしている母親は、個人の孤立というよりは、家族とい
う単位での孤立が見えてきました。その家族の中で起こ
っていることを、母親はどこにも共有できる場がなく、
同じ環境にいる仲間にすら出会うこともままなりません。
１人目の子育てとは、また別の次元の孤立感があります。
お互いを認め合いながら、自分の考えを自由に伝えたり、
他者の意見を聞き、取り入れたりと熱心で前向きな姿勢
は、とてもたくましく感じました。

これからのＢＰ２
　「問題を抱えているのは自分だけじゃない」という安
心感や「叱ってばかりで自己嫌悪」といった自責の念を
共有できたことや、ほかの参加者の考え方や視点を新し
く取り入れ、前向きな子育てに変化していく母親たちの
生き生きとした姿を見守ることができて本当に良かった
と感じています。
　今回の実施は、ＢＰ中野の会のメンバーのサポートな
くしては、実現しませんでした。心より感謝し、今後の
開催にも尽力していきたいと思っています。
　思う通りにならない上の子どもたちに囲まれ、母親は
自分自身の子育ての力不足を感じ、自分を責め追い詰め
られていました。ただ話を聞き合うだけでもいい、「わ
かる」って言ってもらえるだけでも元気になる場が必要
です。今後は行政の産後サポート事業のひとつに入れて
いただき、ひとりでも多くの２人目以上の子育てをして
いる母親たちを笑顔にしていきたいと思います。
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